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1 はじめに
東洋の武道には、西洋の格闘技には見られない「形」という厳しい修練・鍛錬方法が
ある。空手道は、徒手空拳や武器を持った相手から身を護る武道である。
規範を重んじ、その空手道の基本、基本組手、形の第一挙動はすべて受手から始まっ
ている。この事は倫理的見地より指導精神の極地である「空手に先手なし」という金言
を「形」の上で表したものであり、この訓戒は空手道の修練目的を一言でいい表してい
ると言えるだろう。
言い換えれば、この事は敵の攻撃を受けて始めて止むに止まれず、鍛えに鍛えた手
脚をもって、これに対応するものであり、常に謙譲の精神、温和な態度を持って人に
接しなければならないという、道徳的な戒めであると思う。
空手道が、一般的に知られるようになったのは、大正時代に入ってからで、富名腰
義珍先生が1921年（大正10年）文部省主催の第一回体育展覧会で、演武をされてから一
般的に知られるようになった。
富名腰先生（松濤館流）の教えは関東方面が多い。関西方面は、宮城長順（剛柔流）摩
文仁賢和（糸洲流・糸東流）が多い。勿論流派によって呼び名も違うし、かたちも違う
が、共通するところは極めと、立ち方、気合、流れといった形の基本は同じである。
空手道の技術を大別すると下記に如く分類される。
１．形
相手を四方八方に仮想して、攻防の技法を一定の順序と方法によって演武するも
のである。
２．基本
相手を仮想しての、受け、突き、打ち、蹴り技などの反復稽古である。
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３．組手
（１） 基本組手
相対して一定の順序と方法による攻防の約束組手稽古である。
（２） 自由組手
攻防の自由自在の応用組手稽古である。
２ 「形」の発生
形の発生は、先人達が実戦した体験を生かし、そこに有利な展開方法を見出し、幾
度も繰り返し練磨し、次第に攻防の適切な技を見出し、確信がついた所を整理分類し
て組み合わせたものから始まっている。
即ち、武術の発達課程は乱世にあり、幾度ともなく戦場を馳駆し、生死の巷を往来
し、一命を賭け、しかも勝ち残った勝利者がその実践・体験をもとにして体得した武
技であるが、武術の本質上練磨の課程で、相手を殺傷する危険性がある事、しかし攻
防の絶対的な強さを求めねばならなかった事、不特定の相手や技の場の条件が千変万
化であった事、このような種々の条件を想定すると、自己の修練・鍛錬の場として形
は必然的に発生し、また形に頼らざるをえなかったのであろう。
そして殺伐とした攻防の技術の課程の中から創始者が悟り、編み出し、整え、より
洗練された技術・理念を体系化して一派をたて、その流祖となり自らが練磨し、子弟
に指導し生きた文献として伝承をはかったものと推察できる。
そして基礎的な段階のものは「形」として、「形」で伝授できない微妙なニュアンス、
また高度な技術は口伝・伝書により伝授された事が推察できる。
このように先人達の残した形は技術の基礎や規範の理想・典形として時代を超えた
永遠のものとして大きな価値と意義を持つものと言える。
３ 「形の意義」
「形」は武技、技法の実理を整理体系化し、武技の根本理念を具現化したものであり、
その伝承を尊重する必要がある。即ち、先人達が戦場を馳駆し一命を賭け実践から得
た体験を生かし、厳しい練磨の積み重ねの中で心血を注いで編み出した、生きた文献
であるはずの「形」を自由に設定し、修正することを戒めなければならない。
「武道教範」に曰く、「守・破・離　三段の位に達して、而して之に帰すべし。守は
守って専心規矩に法る。破は破って新工夫する。離は守破二様の区域を離れて天真是
三段也。即ち元に帰するなり。」と説いている。
即ち、「形」の練磨（守）の課程の中で新工夫（破）創意（離）をしても、元（守）に立ち帰
らなければならないという教訓である。
「形」により武技の伝統を守り、規範的な品位、規律、礼儀、作法等を切磋琢磨し、
精神的な気力、努力、忍耐等を養い、そして基礎的な技術を体得し、攻防の機会、変化、
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冴え、体の運用、姿勢、間合、呼吸等の理論を会得する必要がある。
空手道の技の本質が身体のすべてを武器化し、それぞれの技を意志力により、目標
とする部位に、最短時間・最短距離で適切な技を瞬時最大の衝撃力、即ち「極め」を爆
発させて技を競い合う格技であるならば、「極め」のための基本姿勢が重要な役割を果
たす。
空手道の「形」には基本姿勢に付随した多種多様な技がある。本論では、富名腰義珍
先生が選定した、松濤館流の十五の形における「立ち方」と技の関連性、及び剣道、柔
道、相撲の形とを比較しながら、その共通点と相違点について考察してみたいと思い
ますが、先ず、空手道の「形」を演じるために、必要な心構えは、どういう事に注意し
なければいけないのか、7項目挙げて説明したいと思います。
４．空手道の「形」を演じるために
（１） 日本の武道は、空手道に限らず礼に始まり、礼に終わることを重視してきた。
 形を始める前と終わりには必ず礼をする。
 自然体閉塞立ちか、結び立ちで肩と両手の力を抜いて自然にたらし、正しい礼
を行ってから自然体立ちになり、演じる形の名を明確に伝えてから始める。
（２） 形はそれぞれの挙動という動作の数が決まっている。
 その挙動を順序正しく演じなければならない。
 形は動禅、または立禅などと言われるように、無意識のうちに演じられるよう
に成るためには、まずは回数が必要である。
（３） 形はある一定の線上を演じなければならない。
 この線を演武線といい、演武開始の位置から出発し、定められた線上を移動し
ながら終了するが、開始と終着は同一点上に来なければならない。
 これを「本体帰還」と呼んでいる。
 万事、始まる所に帰るという本遷の理合に基づくものであり、生死にきわみに
立って戦いに挑む武者の思想は、出発した所に帰らぬことは死と敗北を意味す
る。
 起勢点への復帰は、勝利の収勢点という武道の思想表現でもある。
 又、演武線は形の種類により「一直線のもの」「Ｔ字形のもの」「工字形のもの」
「＊字形のもの」などがある。
（４） 形はいろいろな部類であっても、ただ威力（力強さ）があれば良いというもので
はなく、また速ければ良いというものでもなく、リズムが求められる。
 そのためには、「力の強弱「技の緩急」「体の伸縮」がなければならない。
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 この三つの原則から形の美と力が生まれてくるのである。
 それぞれの形の中に、それぞれの拍子、リズムを持って行うことにより、芸術美
が生まれる。
 兵法的に同じリズムでは相手に侵されてしまうことになる。
（５） それぞれの形には、それぞれの特徴があり、体系上の目的がある。
 軽妙に演武されることにより、その形の目的が達成されるものや重厚に演武さ
あれて目的が達成されるもの、又、小技が多かったり、ある形は全体的に穏や
かだったり、杖などの武器に対処する形もある。
 要はその形の特徴と、どういう練習目的であるかという事を把握し、一挙手一
投足の意味をつかんだ上で、その形の特徴を正しく表現することが必要だろう。
（６） 形には、気合を入れる箇所がある。
 気合は、単なる掛け声だけではなく有声、無声の気合がある。
 空手道の気合の場合は、主に攻撃の極めの場合が多いが、気合における三つの
基本とは、「気を外すこと」「気を合わすこと」「気を挫くこと」の三原則から成
り立っている。
 この時に、声になる場合とそうでない場合があるが、形の演武においては、こ
れらの気合をどう生かすかという事が重要になってくる。
（７） 形の中には、動と静があるが、開始から終わりに至るまで断絶してはならない。
最後にゆっくり終わったとしても、それは停止して止まることではなく、動に
移行するための停止でなければならない。
 「残心」という言葉があるが、いつでもまた、動に移行する心構えを持ちながら
静かに静止して終わらなければならない。
 松濤館流の形の種類は、平安「一、二、三、四、五」段、
　　　　　　　　　　　　　  鉄騎「一、二、三」段の指定形
 抜塞大、観空大、十手、半月、燕飛、岩鶴、慈恩の選定形に大別される。又、
その他に抜塞小、観空小、明鏡、珍手、二十四歩、五十四歩、百八歩、三戦、
転掌、荘鎮、征遠鎮などがある。
１．空手道の形（松濤館流）
空手道の形は受け、突き、打ち、蹴りの攻防一体の連続技である。相手を四方八方
に仮想し、眼の位置を正しく配り、定められた演武線を前進後退、あるいは屈伸、転
身、回転、跳躍して演武するものであり、各々の形には独特の特徴があり、その形に
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よらなければ会得する事が出来ない持ち味やリズム等で構成されている。
富名腰先生は「空手道教範」に於いて「力の強弱」「体の伸縮」「技の緩急」この三カ条
を常に忘れてはならぬと説き、そしてこれを形の「三要諦」として、この三要素を「会得
するには、先ず其の形の特徴及び其の手其の手の意味を、正しく理解しなければ出来
るものではない。言い換えれば、この三要諦が呑み込めて、然る後に始めて形を正し
く使い得るという事になるのである。」と教えている。
富名腰先生の選定した十五の形の中で挙動数の短いもので、20挙動。長いもので65
挙動あり、所要時間も短いもので約1分間、長いもので2分間であり、そして形の各挙
動にはすべて攻防の意味がこめられており、各挙動の種々の技や立ち方の意味、特徴
を正しく理解し、力の強弱、体の伸縮、技の緩急を正しく把握して、形の開始から終
了迄、流動、律動的調和の中で寸分の隙もなく、理に叶った演武を演じこなさなけれ
ばならない。なお十五の形に於ける各挙動の立ち方に関連する種々の技を整理分類し
てみた。
① 平安初段（挙動数21）
基本的な受け技である下段払い、上段揚げ受け、中段順突きと後屈手刀受けで構成
されていて、立ち方も前屈立ちと後屈たちで構成され、この形で基礎的な運足と体の
方向転換をしっかり体得する必要がある。
形を演じる前に用意する心構えとして、仮想相手に囲まれた事を自覚し、いつ如何
なる所から攻撃されても即対応できるよう静かに構える。（気構え）
止め、仮想相手のダメージを確認しながら静かになおる。（残心）
② 平安二段（挙動数21）
この形により背腕側面上段受け、横蹴り、裏拳同時攻撃、前蹴りを習得し、また体
の同じ位置での方向転換と逆半身を完全に体得する必要がある。
立ち方は、前屈立ち・後屈立ち・片脚立ちで構成されている。
③ 平安三段（挙動数20）
この形は中段・上段の受け替え、肘受け、裏拳打ち、踏み込みなどの技を習得し、
特に騎馬立ちを主体とした下半身の鍛錬と、寄り足という独特の体捌きを体得する必
要がある。
立ち方は、後屈立ち、閉足立ち、騎馬立ちで構成されている。
④ 平安四段（挙動数27）
この形は十字受け、諸手受け、手刀横回し打ち、飛び込んでの縦回肘打ち、諸手掻
分け受け、膝打ちの技を習得し、特に難しい交叉立ちを完全に体得する必要がある。
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立ち方は、後屈たち、片脚立ち、前屈立ち、交叉立ちで構成されている。
⑤ 平安五段（挙動数29）
この形により水流構、両掌十字押え受け、騎馬立ちでの側面下段払い、側面掛け受
け、三ケ月蹴り、などの技を習得し、飛びあがっての交叉立ちを体得する必要がある。
立ち方は、前屈立ち・後屈立ち・閉足立ち・交叉立ちで構成されている。
⑥ 鉄騎初段（挙動数29）
鉄騎は横の移動に終始する形で、船上での狭い通路での格闘を演じている形で、壁
を背にして左右の敵に対処する時の攻防を表した形であり、移動する足が軸脚前に交
叉した際両足爪先を真横にならべ、体重を移動するタイミング体得し、騎馬立ちでの
側面下段払い、内受け、猿臂打ち、鉤突き、波返し、背手受け、背腕流し受けなどの
技を習得し、鉤突きによって肩、肘、脇の締め込みを確実に習得する必要がある。
立ち方は、騎馬立ちと交叉立ちで構成されている。
⑦ 鉄騎二段（挙動数24）
鉄騎初段と同様であるが、この形により中段つかみ受けと掛け受けの区別と、効果
的な強さを発揮させる為に、片手を受け腕の肘にかけて押し出す事を体得する必要が
ある。
立ち方は、騎馬立ちと交叉立ちで構成されている。
⑧ 鉄軌三段（挙動数36）
足運びは、鉄騎初段、二段と同様であるが、この形により中段受け替えのすばやい
呼吸を体得し、騎馬立ち・交叉立ちを確実に体得する必要がある。
立ち方は、騎馬たちと交叉立ちで構成されている。
⑨ 燕飛（挙動数37）
相手の上段を突き上げ、つかんで引き寄せながら相手のふところに飛び込んで突く、
あたかも燕の一高一低、身を翻しての反転など、燕が空を飛ぶような趣きがあるので
燕飛と名付けられた。軽妙・俊敏な形であり、敵と対峙して手の詰まった時など、わ
ざと隙を見せ、敵の攻撃を誘うといった虚実の駆け引きを体得する必要がある。
立ち方は、脚折敷・八字立ち・前屈立ち・騎馬立ち・後屈立ち・片脚立ち・膝屈で
構成されている。
⑩ 慈恩（挙動数47）
慈恩という形は、円満、穏やかな動きの中に、厳しい気魄のこもった形であり、転
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進・転回・より足などを体得するのに適した形である。
立ち方は、前屈立ち・後屈立ち・騎馬立ち・閉足立ち・交叉立ちで構成されてい
る。
⑪ 観空大（挙動数62）
この形は、四方八方に八人の敵を仮想して各方面からの種々の攻撃を捌き、受けて
反撃するもので非常に変化に富んでいる形である。技の緩急・力の強弱・体の伸縮は
もちろん、回転飛び上がり、伏せなどを十分に使いこなせる様に体得しなければなら
ない。
立ち方は、八字立ち・後屈立ち・膝屈・片脚立ち・前屈立ち・レの字立ち・交叉立
ち・騎馬立ちで構成されている。
⑫ 抜塞大（挙動数42）
この形はあたかも敵の城塞を打ち破るような気魄と力を以て行うので抜塞とよばれ
る。気力を充実させ、重厚で堂々と演武しなければこの形の特徴は生きてこない。重
厚と俊敏・力と変化・技の緩急・力の強弱などを効果的に使い分け、体得しなければ
ならない。
立ち方は、交叉立ち・前屈立ち・八字立ち・膝屈・後屈立ち・片脚立ち・閉足立
ち・騎馬立ちで構成されている。
⑬ 半月（挙動数41）
この形は進んで行く際に、手足とも半円を描くのでこの名がつけられた。呼吸に合
わせて手脚同時に動く動作、半月形の足のすり出しなど、緩急の技がポイントである。
半月型の足のすり出しは常に相手の足の内側にすりだす。これは内側に攻め込むこと
により相手の体を容易に崩しうるからである。この形により接近して攻め込む足のす
り出しを体得する必要がある。
立ち方は、半月立ち・後屈立ち・片脚立ち・猫足立ちで構成されているが、形の名
の通り半月たちが主である。
⑭ 十手（挙動数24）
この形は筋骨を鍛錬するのに効果があり、この形を習熟することにより、十人の動
きをするとの意である。武器、特に棒の攻撃に対応する堂々とした重厚な形であり、
強い受けを必要とする。また脇腹のしめ等を体得する形でもある。
立ち方は、前屈立ち・騎馬立ち・交叉立ち・片脚立ちで構成されている。
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⑮ 岩鶴（挙動数42）
この形は岩頭に片足で立った鶴が、まさに敵に飛び掛かろうとするような形勢から
この名が付けられた。したがって片足で立ったときは、相手の動きを封じるような威
圧感ないという設定で作られている。だから運足も左右の動きだけになっている。
片足で立ったときのバランス、横蹴りと裏拳の同時反撃などを体得するのに適した
形である。
立ち方は、後屈たち・騎馬立ち・前屈立ち・八字立ち・膝接地・片足立ちで構成さ
れている。
　
２．剣道の形
剣道の形は、明治時代後期に、大日本武徳会が剣術の普及発展を図るために、流派
を超え共通の形を制定することを決定し、明治39年（1906年）7月、渡辺昇を主任とし
て7名の委員で検討が行われ、同年12月下旬に「大日本武徳会剣術形」として発表され
た。天・地・人（上段・中段・下段）の3本の形であった。しかし、この形はあまり普及
しなかった。
そこで、明治44年（1911年）7月、文部省は柔道・剣道を中学校の正科に加えること
を決定した。そこで中等教員講習会において責任者の嘉納治五郎は、より統一的、普
遍的な形の必要性を強調し、大日本武徳会剣術形を基として草案形の政策が始められ
たが、約1年間の討議を経て、大正元年（1912年）10月に太刀の形7本、小太刀の形3本
の形で構成される「大日本帝国剣道形」が発表された。普及が進むにつれて、解釈に異
同が生じたため、大正6年（1917年）に注が加えられた。さらに昭和8年（1933年）に増補
加注された。
昭和27年（1952年）、全日本剣道連盟が発足すると、名称を「日本剣道形」に改めた。
昭和56年（1981年）全日本剣道連盟が日本剣道形原本の文章表現を現代かなづかいに改
め、「日本剣道形解説書」を作成して、現在までの教本としている。
「インターネット日本剣道形」
形は剣技のもっとも大事な根本理合について、その大筋を示すものであり、いわば剣
技の原理原則である。剣道の「形」は各流派の長所を集めたもので、これによって姿勢、
間合い、打突の桟会、気合、技の変化、冴え、品といったものを会得する上で欠くこ
との出来ないものであって、剣道の練習と形の習得とは切っても切れないものであ
る。形を習い、これを地稽古や試合に実際に応用するよう心掛ける必要がある。木刀
または刃引き（刃をつけてない刀）を用いる。
すべての形は一人が打太刀、他の一人が仕太刀となって行われるが、打太刀とは
動作をしかけるもので、仕太刀はこれに対してはずし防ぎ、終わりに打太刀を打ちす
える。小太刀の場合は、打太刀が長剣、仕太刀が小太刀を持つ。形は打太刀・仕太刀
ともに互いに先の気分を以てやらなければならない。抜く、披く、摺りあげる、打つ
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いずれの動作も手や足だけでなく身体全体でやる。形と地稽古は表裏一体のものであ
る。
【新体育学講座・コーチ学剣道・逍遥書院】
（１） 大太刀の形　解説
①　名　称　
大太刀第一本、同第二本、同第三本、同第四本、同第五本、同第六本、同第七本、
②　手　順
備考　打方・仕方
③　剣
一、 正式には白刃（注）刃引を用いる
二、 練習には木剣を用いる、其の寸法は下記の通り
総尺三尺三寸五分　但し鍔切羽の間五分　柄八寸。小太刀一尺八寸　柄四寸五分
第一本　左上段　三歩進　右足出面打に　　　　二歩退　下段　中段五歩退
　　　　　　　右上段　三歩進　引出し　出て面打ち　左足出左上段　中段五歩退
第二本　中　段　三歩進　右小手内に　　　　　　　　　　　　　　　中段
　　　　　　　中　段　三歩進　左に開き外し　　出て右小手打ち　　　　　中段
　第三本　下　段　三歩進　胸突き右足引刀右に仰ぎ左足引刀左に仰圧　中段
　　　　　　　下　段　三歩進　萎入出て突　左足出突　位詰進　　　　　　中段
第四本　八相　三進歩　面打に　相打　中段　胸突　　　　　　　　　　　　晴眼
　　　　　　脇眼　三歩進　面打に　相打　中段　右足左右足引巻き返し面打　晴眼
第五本　左上段　三歩進　右足出面打に　　　　晴眼
　　　　　　晴眼　三歩進　摺上げ面打ち　　　　右足引左上段引　　　　　晴眼
第六本　晴眼　三歩進　右足引左上段　　晴眼　　右小手打に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左足より引　　晴眼
　　　　　下段　三歩進　晴眼右足より一歩進晴眼摺上左に開き右足出右小手打ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左足出上段　晴眼
第七本　晴眼　三歩進　胸突　晴眼　左右足出面打に
　　　　晴眼　三歩進　胸突　晴眼　右足左右出右同打　右膝蹲脇構　立上り　晴眼
（２） 小太刀の形　解説
① 名　称
　 小太刀第一本　　同第二本　　同第三本
② 手　順
　 備考　打方・仕方
84
國士舘大學　武德紀要　第 30 号
　 第一本　左上段　三歩進　右足出面打に　　　　　　　　　　　晴眼　五歩退
　　 　　　晴眼　　三歩進　右斜め披受流　面打　引　上段　　　晴眼　五歩退
　 第二本　下段　三歩進　脇構えに披く　正面打に　　　　　　　晴眼　退
　　　 　　晴眼　三歩進　入身　入身　左足前受流し　面打ち　二の腕抑え
　　　　　 切先喉に着残心　　　　　　　　　　　　　　　　　　晴眼　退
　 第三本　晴眼　三歩進　正面打に　右胴打に
　　　　　 下段　三歩進　入身　左へ摺落す　左右左斜め前　鍔元にて鍔元抑え
　　　 　　入身　二の腕抑え二三歩進　　　　　　　　　　　　　　晴眼退
　　　 　　切っ先喉に付け残心　　　　　　　　　　　　　　　　　晴眼退　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【剣道・旺文社】
なお、基本姿勢は自然体で構成されているが、打ち方、仕方の仕掛け技、応じ技の
中には空手道の種々の立ち方に似た立ち方、姿勢が見うけられる。
３．柔道の形
形の練習は、常に一定の順序と方法によって行われ、その一挙一動は、すべて理に叶
い、これを練習することによって攻防の理論を知ると共に、原則的な技術を身につけ
ることが出来る。形と乱捕りは表裏一体のものである。
現在、柔道の形として練習されているものには次の様な各種のものがある。
（１） 投の形・固の形
乱取に用いる投げ技及び固技について、その理論と実際とを教える事を目的として
組み立てられたものである。投の形と固の形とを合わせて「乱取の形」という。
乱取の形 ―　投の形 手　　技―浮落・背負投・肩車
　　 　　　   （15本） 腰　　技―浮腰・払腰・釣込腰
 足　　技―送足払・支釣込足・打股
 真捨身技―巴投・裏投・隅返
 横捨身技―横掛・横車・浮技
　　 　　  　 固の形 抑込技―袈裟固・肩固・上四方固・横四方固・崩上四方固
　　 　　　   （15本） 絞　技―片十字絞・裸絞・送襟絞・片羽絞・逆十字絞
 関節技―腕縅・腕挫十字固・腕挫腕固・腕挫膝固・足挫
（２） 柔の形
攻防に必要な基礎的な体の繰り廻しと力の用い方を練習する事を目的とし、穏やか
な動作で、しかも、攻防を表現的に行うところにこの形の特色がある。
85
KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.30)
　　 　　  　 柔の形 第一教―突出・肩押・両手取・肩廻・顎押　　　　　　　
　　 　　　   （15本） 第二教―切下・両肩押・斜打・片手取・片手拳
 第三教―帯取・胸押・突上・打下・両眼突
（３） 極の形
当身技などを用いてする攻防の理論と身体動作の実際を教えるのを目的としてい
る。
　　　　　　極の形― 居取―両手取・突掛・摺上・横打・後取・突込・切込・横突
　　　　　　（8本）
　　　　　　立合― 両手取・袖取・突掛・突上・摺上・横打・蹴上・後取・
　　　　　　  （12）　 突込・切込・抜掛・切下
（４）五の形・古式の形
「五の形」は、柔道における攻防の理合を自然の動き（水の様相）に象って五つの形に
表現し、枚数が五本あるところからこの名称がある。
「古式の形」は、元来起倒流の鎧組討の形である。嘉納先生は、これをうけ継いで古
式の形と命名し、講道館の形の一つとして保存したのである。
　　　　　　古式の形 表―体・夢中・力避・水車・曳落・虚倒・打砕・谷落・車倒・
 （14本）　　錣取・錣返・夕立・滝落
 裏―身砕・車返・水入・柳雪・坂落・雪折・岩波
 （7本）
（５）精力善用国民体育の形
攻防式国民体育ともいう。これは、名称の示す通り体育法として考案されたもので
ある。
精力善用国民体育の形
　単独練習　　第一類―五方当・大五方当・五方蹴
 （15本）
　　　　　　　　 第二類―鏡磨・左右打・前後突・上突・大上突・左右相互下
　　　　　　　　 （13本）突・両手下突・斜上突・斜下突・大斜上突・後隅突
　　　　　　　　　　　　     後突・後突前下突
　相対練習　　第一類―（極式）居取・両手取・振放逆手取・突掛・切掛
 （10本）　　　 立合・突上・横打・後取・斜突・切下
　　　　　　　第二類―（柔式）突出・肩押・肩廻・切下・片手取・片手拳
　　　　　　　　　 （10本）　　　 帯取・胸押・突上・両眼突
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（６）女子護身法
講道館が女子の護身を目的として考案したものである。
女子護身法　　　   第一教（体捌）－第一〜第五
   （15本） （5本）
 第二教（離脱法）－片手手首取・両手片手取・四指逆手取・
  （5本）　　　　  胸抱取・後取
　　　　　　　　　　　第三教（制護法）－腕逆取・後襟取・後首紐絞・後絞・脅迫奪
 （5本）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
（７） 講道館護身術
柔道の形としては最も新しいものである。これは名称の如く、他からの危害から身
を護ることを主眼とし、柔道の技術の中からこれに適応する技法を選んで一連の練
習法として組み立てられたものである。
講道館護身術―　従手の部―（甲）組みつかれた場合―両手取・左襟取・右襟取・
    （21本）　　     （12本）　　　　　（7本）　　　　片腕取
　　　　　　　　　　　　　（乙）離れた場合―斜打・顎突・顔面突・前蹴・横蹴
                                              （5本）
　　　　　　　　武器の部―（甲）短刀の部―突掛・真突・斜突
　　　　　　　　（9本）　　　　　   （3本）
　　　　　　　　　　　　　（乙）杖の部―振上・振下・双手突
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3本）
　　　　　　　　　　　　　（丙）拳銃の部―正面附・腰構・背面附
　　　　　　　　　　　　　　　　　（3本）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【柔道十講（上）不昧堂出版】
なお、基本姿勢は自然体、右自然体、左自然体、自護本体、右自護体、左自護体で
構成されているが、形の流の中では、空手道の種々の立ち方に似た立ち方姿勢が見ら
れる。
　
４．相撲の形
「形」はその道の先達が体験自得した真髄を伝えるために、原理法則を合理的に研
究練磨し、その実理を系統的に組織した基本的なものであって、これ即ち「教え形」であ
る。
「形」は固より後人への教授指針となるが故に必要なる教授事項（術理・真髄）を最も
合理的に分解、総合して説明をなし、習得に便ならわしめねばならぬのである。
相撲の手といえば、古来「四十八手」というが、四十八というのは、一年に四季あり、
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一季に十二候を配す、一年は四十八候にたどると言う事である。即ち、捻・投・掛・
反の四肢に各十二手腕を属せしめた処の相撲隠雲解説、これが例となすべきである。
基術理の体得法として「形」のブツカリ稽古がある。「力足」及び「千鳥足」によって堅
確なる体勢を得るべく、「千鳥足」の進退動作によって体の正しい運用法を習い、鉄砲
にて相手に正しき体勢のままの当り（作用）を試みるのである。一方「ブツカリ」の為、
発動の体勢「仕切」を研究し「出足」を修練し、而して後、実際目標たる臺に猛然と「ブ
ツカリ」で押すのである。力足・千鳥足・鉄砲・出足は各系統連絡ありて、是等の基
本練習法を総合して最後の総合的演習である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【相撲講本　誠信出版社】
なお国技相撲には横綱土俵入りとしての、雲龍・不知火という「形」があるが、これ
は最高位の横綱が、相撲の実理・理念と品格とを表現したものではないだろうか。即
ち、相撲の「形」とは空手道・剣道・柔道の形のような対人的攻防の技法を、定めら
れた順序方法によって行うものではなく、相撲の「形」とは、基本の修練・鍛錬等や実
理・理念の体得法であると推察できる。
故に広い範囲での形として、特にブツカリ稽古に於いては対人の「形」として取り扱
うべきであろう。
なお基本姿勢（立ち方）は、蹲踞姿勢・四股姿勢・中腰の構えで構成されているが、
ブツカリ稽古等には空手道の種々の立ち方に似た立ち方姿勢が見うけられる。（注）土
俵の出現によって、決まり手（手数）は七十手になっている。又、千鳥足は「運び足」と
呼ばれている。
５．空手道と剣道・柔道・相撲の基本的な共通点と相違点
武道は長い歴史の中で格技として発達完成されたものであるが、空手道・剣道・柔
道・相撲の各々には対（闘う）する相手により間合がおのずから違ってくる。即ち剣道
は剣を持って対（勝負）し、柔道・相撲は相手を掴んだり組んだり（勝負）する。空手道
は自己の手脚の間合によって対（勝負）する格技である。そのために剣道より間合いが
狭く、柔道・相撲よりは間合いが広く、その中間的な間合いである。
１． 共通点
① 武技の具体的な基礎理念。
② 武技攻防の実理、自得の修練形態。
③ 武技技法の伝統・伝承の尊重。
以上、これらは先人達が心血を注いで編み出し、修行の規範とし、精神的な糧とし、
厳しい練磨の積み重ねの中で自己一如という境地まで昇華せしめたものである。
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２． 相違点
① 武器の有無、相手を掴んだり組んだりするか否か。
② 空手道単独（個人）形、剣道・柔道（対人）形
③ 「立ち方姿勢」が多種多様である。
④ 規程の演武線を有し、個々の形により多少異なる。
空手道は武器を持つ相手から身を護る格技、徒手空拳の武術として発達完成され
徒手空拳の格技として独自性がある。即ち自己の身を護るために五体を組織的に鍛錬
し、その手脚を武器化した。そのために何を持つ（武器）摑み、組んだりの必要がなかっ
たのであろう。そのために二人で組んで実際に当てて稽古することは非常に危険が伴
いやすい。そこで単独でも修練・鍛錬できる手段としての構成がなされているのでは
ないだろうか。
（柔道の形に於いても当身技は単独で行われている。）そして単独の形なるが故に剣
道・柔道の形のように技が一本づつで終るのではなく、一分ないし約二分間の時間の
中で、相手を仮想しながら連続して演武が出来、自己の動き、仮想相手の動きに関連
して武技攻防の受け・突き・打ち・蹴り・流す・引く・ねじる・飛ぶ・沈む・転身等
の連係・連続技を可能にしている。そして、リズムが伴い変化に富みそのために「立ち
方」も多種多様である。しかし、その反面単独形であるがために攻防の完璧性や相手と
の間合い、反応・呼吸や虚と実の駆け引きの欠如が見られる。また空手道の形は、演
武開始位置と終了位置が同じでなければならない。この事は種々の連続技に付随した
立ち方の中で腰の安定を重視し、足の位置・歩幅の正確さを期するためである。立ち
方が未熟な者ほど元の位置に帰らない。以上の如く種々の条件のもとで、種々の技の
土台となる基本姿勢（立ち方）が特に重要視される。
（注）剣道・柔道の形が相対して約束された攻防の応酬であるならば、空手道の基本
組手（五本組手・基本一本組手・自由一本組手）に於いても一定の順序方法による相対
しての攻防の応酬である。故にこの事は広い範囲での「形」としての総称がなされるべ
きか否か今後考察の必要があろう。
　
６．空手道の形の三要締・演武線・体育的な意義   及び   「形」に於ける「立ち方」の意義
１．「力の強弱・体の伸縮・技の緩急」の意義
「極め」の動作を起す直前、直後に一瞬、関節をゆるめる、即ち身体各部の諸筋
群の適切な緊張と弛緩の配分と切り替えの仕方を体得し、無理なく連係動作へと
繋ぎ（力の強弱）等の時間的要因を会得し、屈伸・跳躍・転身・回転（体の伸縮）等
の平衡感覚を養う事ができる。
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２．演武線の意義
演武線の方向、経路等の空間的要因を知り、四方八方の相手に防御・攻撃し元
の位置に帰るという事は、定められた順序の範囲の中で心理的な展開や、気を養
い自己に有利な範囲をとらえながら立ち方の発点と着点を知り、腰を中心とする
身体の安定・動きの展開を会得する事ができる。
３．体育的な意義
一つの形の稽古を行うのに短いもので一分、長いもので約二分間、この間、屈
伸・跳躍・転身・回転したり、連続、絞り、静止したり、前後左右に動き、リズ
ムが伴い変化に富んでいる。また相手に当てはまて稽古を重ねることにより様々
に応用できる。この事は個人で練磨する武道としては運動様式も多種多様であ
り、運動能力も総合的に動き心理的な要素も含み理想的な体育といえよう。
４．「形」に於ける「立ち方姿勢」の意義
形を演武する上で、種々の条件の中で各種の技が正確に最大限のスピード（極
め）でスムーズに、しかも力強く発揮されるためには腰を中心とした安定した最適
な立ち方が重要である。また経路、方向や屈伸・跳躍・転身・片脚立のバランス
を保持するための安定した柔軟性の中で堅確・強靭な「立ち方」が要求される。
あとがき
空手道が「形」、基本中心の稽古から、基本組手、自由組手へと変化し試合（競技）
化してきた。この事は剣道に於いても「古武術の形」を地稽古化し、また柔道も「柔術
の形」を乱取り化し試合（競技）化したことにより、今日のような世界的発展を見るに
至っている。
空手道・剣道・柔道がいつまでも各流各派に立龍って形だけを稽古していたなら
ば、恐らく今日の様な隆盛はみられなかったであろう。しかしその弊害として、没我
的な厳しいはずの修練でもあり、「組手・地稽古・乱捕」とは表裏一体のはずの「形」が
試合化により、なおざりにされつつある現状の中で「形発生」の起因を再認識し吟味し
直す必要があると考えられる。
なお、社団法人日本空手協会（首席師範・中山正敏）が1957年（昭和32年）の第1回全
国大会以来、組手の試合だけではなく、独特の方法で形の試合を採用したことは、空
手道史上ばかりではなく、武道史上特筆すべき有意義な事であると考えられる。し
かし、その反動としてともすると調和美のみを追求しようとする中で、もう一度「形」
の本質を見据え直す必要がある。即ち、種々の条件のもとで、種々の技の土台となる
「極め」のための安定、柔軟性のある堅確・強靭な「立ち方姿勢」を再吟味しながら、ま
た、単独形の短所でもある攻防の完璧性、相手との間合い・反応・呼吸そして虚と実
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の駆け引きの欠如を実際に相手を置き、形を分解応用して補う必要がある。そして、
厳しい練磨の積み重ねの汗の中から寸分の隙もなく、理に叶なった感動的な美・品位
（形）が演武表現されることが理想であろう。　　　　　　　　　
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